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1.病児保育について
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保育施設の設置主体

病児保育の有無（県内研修病院16件中）

• 病院・・・6件
• 医療法人・・・1件

• 病児保育あり・・・7件（44％）

• 病児保育なし・・・9件（56％）

病児保育預かり人数（定員）

• 3人・・・2件
• 4人・・・3件
• 6人・・・2件 2
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女性医師は医師総数の12%～32%の割合
研修医数は女性医師の割合とほぼ同様
女性研修医数は1.3～14.5%とばらつきあり
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病児保育のある病院の医師数と病児保育定数
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施設数 総数

年間預かり人数
（H29.4.1～H30.3.31）

7件 2,162人

繁忙期に断った人数 6件 415人

定数オーバーした人数 2件 45人

年間預かり人数、断った人数

＊集計していない医療機関あり

4



広域保育への対応

• 広域保育への対応をしている病院・・・1件
→職員以外の保育料は、1,500円～2,500円高い。

• 保育費の補助が支給されている地区・・・3地区

（2市、1町）
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• 病児保育がある7病院中、5病院が赤字。

• 収入が人件費にも満たないため経営が大変厳しい。

行政からの補助を望みたい。

• 市の事業として受託しており、年間の受入人数で委

託料が決定するが、キャンセル率が50％以上と高

いためさらに赤字である。

• 職員の子どもを対象としているので、職員のために

も受入人数を増やしたいが、採算の都合上、現状は

厳しい。

病児保育等の施設経営についての意見
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2.他県にも伝えたい
働く医師支援の試み
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グループ診療導入状況
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タスク・シフティングの状況
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タスク・シフティングの内容（複数回答）

職種 内容

医師事務作業補助者
（8件）

診断書、主治医意見書など各種文書の代行
作成

看護師（7件） 特定行為研修を修了した看護師の活用
認定看護師による専門領域の患者指導・相談
入院の説明・初診時の予診
採血
検査・入院手順の説明

薬剤師（2件） 薬の説明、服薬指導

臨床検査技師（2件） 静脈採血、検査手順説明、超音波検査

臨床工学技士（1件） 内視鏡手術カテ検査の介助
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沖縄県医師会女性医師部会の
取り組み
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おきなわレジデントデイ
キャリア教育セッション

女性医師部会主催によるキャリア教育セッションを実施。
1～2年目の研修医49名の参加。

「女性外科医のワークライフバランスに見る医師の働き方改革」

（女性医師部会副部会長銘苅桂子氏）

キャリアプランの経験や、女性医師が育児をしながら継続して働

き続けるための支援・環境整備の重要性等について講演。

グループ討論と総合討論を行い、女性医師が働き続けるために

「上司の理解、相談しやすい環境」

「医師の業務負担削減」

「育児中の女性医師を支援する周りの医師へインセンティブを」

などの意見があった。

2018/8/9 琉球大学医学部おきなわクリカルシュミレーションセンター
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第12回沖縄県女性医師フォーラム

県内15病院を対象に行った「外科系女性医師のワークライフバラ
ンスとキャリアアップに関する調査」の結果について報告した。

県内2人の外科系女性医師（産婦人科、一般外科）より、自身の

キャリアプランやワークライフバランスの現状、女性医師支援等に
ついて講演。

 「医師として働く中で困っていること、改善が必要だと思うこと」を
テーマにグループ討論と総合討論を行った。

「外科系を希望する医師が少ないのが課題。楽しくやっている

姿を見せていきたい」、 「学生のうちに外科系の楽しさを知るこ

とができると良い」、「始業と終業の時間を

決めることが必要」 等の意見があがった。

2018/9/20 沖縄県医師会館

「外科系女性医師のワークライフバランスとキャリアプラン
～外科系女性医師が辞めない方策を考える～」をテーマに開催
医師、医学生、事務職等合わせて60名参加。
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平成30年度
女性医師の勤務環境に関する病院長等との懇談会

• 女性医師フォーラム（9/20）
の開催報告

• 慶應義塾大学医学部精神・

神経科学教室専任講師

岸本泰士郎先生より

「情報通信技術や人工知能を
活用した近未来の医療の展望」
と題して講演いただいた。

これからの 「働き方」について
示唆に富む講演の後、意見交
換を行った。

2018/10/30 沖縄県医師会館
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